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34.960N 139.134E 1.2km 1.0km 313º 84º 3.8×106m3

34.960N 139.135E 1.5km 2.0km 2.0km 65º 188º
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防災科学技術研究所 2009年12月伊豆半島東方沖の地震活動に伴う傾斜計変化(その１)

図 1：2009 年 12 月 13 日から 12 月 30 日までの傾斜時系列 (1 分値 )．観測点
位置は左上図参照．下方向への変化が北・東下がりの傾斜変動を表す．この
期間の Hi-net 震源データによる地震発生数 ( 一部自動処理結果を含む )・気
象庁網代観測点の気圧・雨量をあわせて表示した．

図 2：図 1 のデータから地震時のステップを除去し，BAYTAP-G により潮汐・
気圧補正を行い，リニアトレンドを除去した傾斜時系列 (1 時間値 )．図の
見方は図 1と同じ．各期間の傾斜変動ベクトルを図 3に示す．

気象庁の WEB ページで公開されている気象データを
使用させていただきました．記して感謝いたします．

防災科学技術研究所資料

・伊東沖の群発地震に伴って傾斜変化が観測された
・傾斜変化は地震活動に先行して開始．
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大室山北・東伊豆（時間値）

値

大室山北の水位，東伊豆（気象庁観測点）の体積歪
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図2　1990年代の地震活動と今回の活動 図3　2000年代の地震活動と今回の活動
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　伊豆半島東方沖の地震活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学地震研究所

　2009年12月17日午後から始まった伊豆半島東方沖の地震活動は，夕方からは活発になり，
震源が徐々に浅くなっていった．23時45分のM5.0の地震以降は上昇が止まり，20日以降は，
急速に活動が低下した．この群発地震活動が始まった17日未明から，伊東市新井にあるボア
ホール型傾斜計やひずみ計でも変動が観測されていた．
　この地域では1978年
以降たびたび群発地震
活動が発生していたが，
その活動領域は少しづ
つずれた場所であった．
1998年の活動以降，比
較的規模の小さな活動
が続いていたが，今回
の活動は，2000年代に
発生していた群発地震
活動に比べて浅いとこ
ろで起きている．この
深さは，1990年代の活
動と同じような深さで,
特に1993年5月の活動
域と領域も似ている．
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図1　1993年の活動と今回の活動との深さ変化


